
電気用品安全法の解釈　－　対象非対象関係

平成１５年３月２６日　製品安全課

商品名等
（電気用品名等）

監視用ＨＤレコーダー

１　当該商品等の概要

○用途、機能、性能
　４～８チャンネルのカメラ入力を持つ監視用ＨＤレコーダーである。
　ＬＡＮを利用した多チャンネル・デジタル映像信号の同時圧縮・伸張、画面分
割、記録機能等を有し、映像信号の集中管理を行う。
　なお、オプションとして音声信号を処理することもできる。

○構造、仕様、意匠
　筐体は、ＣＰＵ等を搭載したマザーボード、映像信号処理ボード、ビデオ等の
入出力ボード、ＬＡＮ端子等からなる。
　映像信号の処理操作は、モニター画面を見ながら付属のマウス、キーボードで行
う。
　ソフトウェアは、リナックスＯＳ及び専用アプリケーションソフトで構成され
る。

○主な使用者、販売先
工場、オフィス等

２　対象・非対象の解釈
　
　非対象として取り扱う。
　
（理由）
　映像及びオプションでの音声信号を扱う機器であることから、「その他の音響機
器」に類似しているが、これらの処理・制御をマウス又はキーボードにより行うも
のであり、かつＬＡＮを利用したいわば情報処理システムの一機器であることか
ら、電気用品安全法上は、非対象として取り扱うのが妥当と判断する。

（参考図）
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